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■レールの取付け

①

②
　
　

③
　

ご注意

施 工 ガ イ ド

スライダーが図の位置になっているか
確認します。なっていなければ、押し
て戻しておきます。

レール取付けの前に、図の方向で上部
吊り車とブロックをレール内に挿入し
ます。

ソフトクローズを正しく作動させるために、
必ず確認してください。

上枠にレールを取付けてください。

ソフ
トク

ロー
ズ方

向

スライダーの
位置確認

戸先側
FCX-2950-K-H

戸尻側
AFD-2950-K

戸先
側

戸尻
側

戸Ⓒ

戸Ⓑ

戸Ⓐ

※図はAFDシステム。

AFD-3400

※トリガー穴加工の詳細は、FCX-2950-K-Hを使用
する場合は659ページ、FCX-292-K-Hを使用す
る場合は692ページをご参照ください。

設 計 ガ イ ド

■レールのトリガー穴加工寸法図

■金具の納まり参考図
●上下および側面の納まり寸法 ●戸幅寸法の算出方法

W 法寸内枠（ ）
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DW（戸幅）
壁

柱
柱

※戸の重なり寸法は、引戸を連動させる
　ために必要な寸法です。

戸Ⓐ

戸Ⓑ

戸Ⓒ

戸Ⓐ

戸Ⓑ

戸Ⓒ

FG-790

ガイドピース

ガイドピース

（戸の重なり寸法）

戸幅 DW  ＝
枠内寸法 W ＋ ( 戸の枚数  × 45 )

戸の枚数  ＋ 1

ガイドピース

●正常に引戸を連動させるために、床と戸の隙間は15mmになるようにしてください。
●吊り車の上下調整を行う際に、ガイドピースが戸や床に接触しないようにしてください。また、FG-790と戸が接触しないようにしてください。
●幅1に対する高さの比率が5を超える引戸を使用して連動させた場合、動作が不安定になる場合があります。
●引戸の幅が小さく、引戸の高さが大きい場合で、引戸の質量が比較的軽いと、ソフトクローズを解除できず、戸の開閉ができなくなるおそれが
　あります。
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■戸下面の加工寸法図
●FG-770の取付け ●FG-760の取付け●FG-790の取付け

■金具の取付け位置
●ガイドピースの取付け
　（戸Ⓑと戸Ⓒの戸先側）
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※両面テープまたは接着剤を
   併用して取付けてください。
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※FCX-2950-K-HまたはFCX-292-K-Hを使用した場合　
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連動引戸金具 FG-700

上下調整ねじ

前後調整ねじ

■戸の位置調整

※ソフトクローズの速度調整はできません。

①戸を吊ったままで、ホルダー部の上のね
じを回すと戸の前後調整、下のねじを回
すと戸の上下調整ができます。

※調整時に戸を持ち上げると、
　調整をしやすい場合があります。

■戸の吊込み
③戸Ⓒの先端に取付けてあるガイ
ドピースに戸Ⓑまたは戸Ⓐの下
部溝を被せるように設置します。

④戸とレール内の上部吊り車を接
続します。

FG-790 ガイドピース

壁

壁

戸Ⓒ 戸Ⓒ
戸Ⓑ
または
戸Ⓐ

①戸Ⓒの下部溝をFG-790
（床付ガイド）に被せるよう
に上部レールの下に設置
します。

②戸とレール内の上部吊り車
を接続します。

■ブロックの取付け
①すべての戸の調整が完了したら

連動引戸を全閉します。
②戸Ⓑと戸Ⓒの戸先側の吊り車を

停止させる位置に、添付ねじで
ブロックを固定します。

穴

固定ブロック

戸Ⓐ

戸Ⓑ、戸Ⓒ

レール

連動引戸金具 FG-700
本文262ページをご参照ください。

製品紹介 262～263製品紹介 262～263
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